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板橋区土地開発公社
諮問機関会長として尽力

　任期中より板橋区の将来にとって大切な土地の売買が行われました。これまでも都度

ブログや区政報告書を通じてご報告をさせて頂きましたが、列挙しますと児童相談所用

地、加賀陸軍火薬製造所跡地、旧理化学研究所板橋分所の取得、板橋駅前B用地の売り

払いなど総計約100億円近い売買が行われ、例年になく公社所有地及び区有地が動き

ました。

　また、不燃化10年プロジェクトの取り組みも第1期の計画用地の土地取得は順調に進

み、火災が広がらない街づくりへの期待が高まります。区道の幅員が広がり、救急車両が

通行できるようになる、延焼しづらくなるなどメリットがあります。現地視察や審議を通じ

て、買取宅地の価格や取得の可否を決めてまいりました。

　土地の取得から始まる施設整備やインフラ整備は長く時間のかかる行政計画であり

ます。引き続き、説明責任を果たしながら、安全安心な街づくりを着実に進めてまいりま

す。

2017年6月から2018年5月まで、板橋区土地開発公社の諮問機関、評議
会と土地評価審議会の会長を努め、公平公正な審議をすすめました。
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